
日本語
に ほ ん ご

でたくさん読
よ

むためのルール 

①やさしいレベルから 読
よ

む 

②辞書
じ し ょ

を使
つか

わないで 読
よ

む 

③わからないところは 飛
と

ばす 

④進
すす

まなくなったら、ほかの本
ほん

をさがす 

 

☆リラックスして、楽しく読みましょう。 

☆最後まで読まなくてもいいです。おもしろいと思うものだけ読みましょう。 

☆心の中が日本語でいっぱいになると、いつの間にか日本語も上手になります。 

出典『日本語教師のための多読授業入門』（アスク出版）』 


